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（成果情報名）烏骨鶏ＰＧＣｓを白色レグホンに移植して得られたキメラ鶏の生殖細

胞キメラ率

[要約] 烏骨鶏の始原生殖細胞（ＰＧＣｓ）を白色レグホンの胚に移植して得られた

羽毛色キメラ鶏雄１羽、雌４羽を用いて後代検定を行った。その結果、羽毛色キメラ

５羽のうち、生殖細胞に烏骨鶏の細胞が混入されたのは雄１羽であった。この雄の生

殖細胞のキメラ率は3.8％であった。

（実施機関・部名）神奈川県畜産研究所 畜産工学部 連絡先 046-238-4056

[背景・ねらい]

近交係数の上昇を抑えながら生体で特殊鶏を保持するには多大な費用、労力が必要であ

るので、ＰＧＣｓを凍結保存して効率良く再生できれば、低コストで特殊遺伝子の維持が

可能となり、バラエティに富んだ鶏種の開発が可能となる。これまでに作出した羽毛キメ

ラ鶏について、生殖細胞のキメラ率について後代検定により検討した。

[成果の内容・特徴]

1 烏骨鶏の胚から採取したＰＧＣｓをドナーとし、白色レグホンの胚をレシピレントとし

て作出したキメラ鶏雄１羽、雌４羽を用いて交配は表１のとおり人工授精を行った。

2 得られた後代雛の羽毛色によりキメラ鶏の生殖細胞への導入の有無を判定した結果、キ

メラ鶏雌４羽からは、烏骨鶏ＰＧＣｓ由来の後代雛は得られなかった。キメラ鶏雄１羽か

らは烏骨鶏ＰＧＣｓ由来の後代鶏が130羽中５羽得られ、生殖細胞へのキメラ率は3.8％で

あった（表２）。

3 キメラ鶏（雌４、雄１）の後代発生率は、№394は57.4％、№398は8.8％、№399は64.

3％、№400は0.0％、№300は48.7％と全体的に低い傾向であった（表２）。

[成果の活用面・留意点]

1 得られたキメラ鶏生殖細胞のキメラ率は低かったので、今後ＰＧＣｓの導入方法や導入

後の孵化方法等改良が必要である。



[具体的データ]

表１ キメラ鶏の後代検定交配方法

表２ キメラ鶏の後代検定により判定された生殖細胞キメラ率
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No. 394 398 399 400 300
性 ♀ ♀ ♀ ♀ ♂
交配相手 黒烏骨鶏 黒烏骨鶏 黒烏骨鶏 黒烏骨鶏 白ﾚｸﾞ

♂ ♂ ♂ ♂ ♀
後代羽毛色 黒 黒 黒 黒 黒斑
生殖質細胞判定 PGC由来 PGC由来 PGC由来 PGC由来 PGC由来

No.
性
入卵 発生 キメラ 入卵 発生 キメラ 入卵 発生 キメラ 入卵 発生 キメラ 入卵 発生 キメラ

小計（羽) 61 35 0 34 3 0 56 36 0 46 0 0 267 130 5
率（%） - 57.4 0 - 8.8 0 - 64.3 0 - 0 - - 48.7 3.8
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